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大域結合 IF振動子の 初期敏感性
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　lntegrate−and −fire（IF）モ デルは、非線形結合振動子系における最もシ ンプル な モ デル の
一

つ で あ

る。Mirolto　and 　StrogatZ［11は、　 Peskinの モ デル 【21を一般化し 、 大域結合で か つ 相 互作用が全て

等しけ れ ば 、有限個の 振動子 の 集 団は ほ とん ど の 初期状壟で有限時間内に同調する こ とを示した。
我 々は、振動子の 数が無限個で ある場合を解析的に研 究 し 、 同調を起 ご ざない （二 つ の振 動子群が

位相 π ずれて不 安定点に ある｝特定の 相互 作用力 ε が存在する こ とを 示した 【3』 本研究で は、振動

子が 2種の 相互作用力 ε1 と ε2 の いずれか を持つ よ うな 振動子集団の 振 る舞い に つ い て研究 した。

　我々 の 使 っ た モ デル は 、 次の よ うなもの で ある。Xiは i番 目の 振動子の 状態変数で Peskin［2】の

モデル に従う。

　　　　　　　　　　　・窒＋ …　 ≦Xi≦ 1・ i− 1・… ，
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，　　　　 ω

S は S ＞ 1 な定数で、τ ＝ in［S／（S− 1）］を満たす。φは 振動 周期 が 1 とな る よ うに 規格化 ざれ た 時

間に対応する変数で ある。

　状態変数 Xi が 1 を 越え る と、　 i番目の 振動子 は 発 火 し Xi は 0 へ とリセ ッ トされ る 。 振動子間の

相互 作用は、振動子 の 発火時の み に起 こ る （パ ル ス 型結合振 動 子 ）、つ ま り、i番 目の 振動 子が 発 火

した ら、i番目の 振動子 が 持つ ε を 他の 全て の 振 動子 の 状態変数 Xj （ノ≠りに加え る 。 こ こで 加え

る ε は、発火し た振動 子 iに固有な ε で、ε1 か ε2 の どちらか の値 を取 る。x
ノ＋ ε ＞ 1とな る場合

は、余 剰分は 無視 し て状態変数を 0 に戻 す。
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相互作用の 時間遅れは 考慮しない 。また 、　　 畳
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ト

n 個の 振動子が 同時に発火した 場合は、発

火した振動子の ε の平 均を取 り、他の 振動

子 の状態変数に加え る。

　以上の条件で 数値シ ミ ュ レー
シ ョ ン を行

な っ た ｛図 1》。ε1 と ε2 が定まっ て も、同

調まで の時間が一位 に求 まらない 事が分か

る。こ れは、系の 初期敏感性が大きく寄与

し た結果 で あ る。
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図 1：全 て の 振動子 が 同調するまで の 時間。 0，05 く ε1〈

05 ，ξ2 ＝α5，andS ＝ 1．2．
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